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２月15日より，下校時刻の繰り上げにご協力いただいております。
子供たちの下校後，職員は１週当たり２時間をいただけることになりました。1日20～30分

ですが，それがとてもありがたいです。行事等についての打合せや，児童に関する共通理解，
翌日の授業の準備等にゆとりが出てきました。心なしか職員の会話や笑顔も増えています。

教職員が心身ともに健康で，時間にも心にもゆとりを持って子供と向き合うことは，教育の
質の向上につながります。保護者の皆様のご理解・ご協力に心より感謝申し上げます。

正式実施につきましては，後日改めて文書でお知らせいたします。
（迎えが間に合わない等，急なお困り事には対応させていただきますのでご相談ください。）

過日実施しました「学校生活等につい
てのアンケ―ト調査」にご協力いただき
ありがとうございました。まず，全部の
保護者の方がご回答くださいましたこと
に感謝申し上げます。結果は学校だより
「おおばっこ31号」に掲載しましたので
ご覧いただけたことと思います。

今回は，同時期に実施した児童対象アンケートの結果も掲載して考察してみます。

これらのことから，令和２年度の大場小学校は，「健康，安全・安心」の面で一定の成果を
上げたと考えられます。一方で，「あいさつ」や「主体的な学習」については依然課題が残り
ます。また，積極的な学校公開や保護者・地域の皆様との連携については，コロナ禍での在り
方について，健康・安全を守りながらいかに両立させていくのか，方策を探っていくことが求
められます。

今年度の反省を踏まえ，次年度の教育活動について，学校運営協議会等で検討して参ります。
貴重なご意見を寄せていただきましてありがとうございました。尚，アンケートに記述いただ
いた内容について，個別の案件につきましては，個別に対応させていただきます。

春・・・
屋外掲示板に「お雛様」が飾られました。用務員が子供たちの

成長を願い，一折り一折り心を込めて手作りしたものです。
この時期になると，「卒業」や「進級」が意識され，どこか寂

し気な気持ちになります。校門でもじもじしていた１年生は，元
気よくあいさつをすると昇降口に駆けて行きます。５年生は急に
大人びて最高学年然となり，６年生は卒業までのカウントボード
を設置して残りの日々を大切に生活しています。・・感涙・・

あいさつと笑顔がいっぱい大場っ子

未来につなげ 大場の絆

◎給食後の歯みがきをしている
◎授業はじめと終わりの礼をしている
◎登下校の交通安全に気を付けている
◎「思いやり」をもって仲良くしている
◎先生が相談に乗ってくれる

もう少し頑張るとよいところは・・・
△授業中自分の考えを言葉や図等で表す
△あいさつを自分から
△家庭学習を計画的に

◎潤いのある環境づくり(施設設備の充実や花壇・掲示物等)
◎積極的な情報発信(学校だより・HP等)
◎感染症対策(新型コロナウイルス)
◎安心して任せられる学校(｢思いやり｣の心育成)
◎授業の工夫(考える時間･話す場の設定)

更に期待していただいているところは・・・
△あいさつの指導
△授業公開の日数や内容
△保護者や地域の皆様との連携

児童 保護者


